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さあ，2学期も前進しよう 
短い夏休みが終わり，あっという間に 2 学期が始まりました。2 学期では，1 学期間の
慣らし運転も終わり，それぞれがそれぞれの本来の持ち味，力をより発揮してくれるので
はないかとまたまた私は期待してしまいます。また，別の見方もあります。1学期初めに立
てた目標が時間の経過したこともあって，忘れ去られてしまっているという心配もありま
す。もう一度それぞれが立てた「個人目標」と，より良い学級にしてくためにみんなで立て
た「学級目標」見つめ直してほしいと思います。 
さて，7 月 31 日に各学年分散した形で終業式を行いました。あなた達の１学期の様子

と私なりの感想，そして更なる飛躍を願って話をしましたが内容を覚えていますか。要約
すると， 
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それぞれの課題を克服し，良いところは今まで通り続けてください。そして何より，天栄
中学校が誰もが居心地の良い，温かい雰囲気の学校であり続けることを願っています。 
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長期休業を経て，いきなり中学校生活が始まった感があり。また新型コロナウ
イルス感染症対策のために，仲間づくりなどに十分取り組むことができなかった。
そのような中で，よく 1学期を乗り越えてくれた。よく頑張った。トイレのスリ
ッパがそろっています。2，3年生にかなわないところは，授業前の準備と授業に
臨む姿勢。ここを改善していくようにしよう。人の良いところを素直に認められ
る雰囲気が伝わってきた素敵な学年集会でした。 
 

欠席者のプリントを引き出しに入れてくれたり，班活動では机をしっかり引っ
付けて，話し合いを行っている。トイレのスリッパそろっています。このような
授業や休み時間の様子から優しい，温かい雰囲気が感じられます。新型コロナウ
イルスの影響や中だるみの 2学年といわれる心配を吹き飛ばしてくれました。こ
のような雰囲気をさらに広げ，深めていってください。 
 

藤田先生との「月・火・水・木・きーん」から始まりました。（余談です） 
とにかく「ありがとう」。新型コロナウイルスの影響で 1学期のスタートがどう

なるかと心配した。どこの中学校でも学校の雰囲気，姿勢をつくっていくのは 3
年生。3 年生がしっかりした学校生活を送ってくれたからこそ今がある。挨拶を
してくれる姿，掃除を一生懸命してくれる姿，真面目に授業に臨む姿。続けてく
ださい。先行き不透明な今日では自分で考え，判断し，行動する「主体性」が大
切。これを意識して，さらに自分自身をバージョンアップさせてください。トイ
レのスリッパそろえてくれよー。 
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避難訓練・始業式・表彰伝達 
 
８月 24日（月），新型コロナウイルス感染症対策をも兼ねて，避難訓練の後，グ

ラウンドで始業式と表彰伝達を行いました。4月以来，初めて全学年が揃っての行事
であり，みんなの顔を一斉に見ることができて感激しました。また，暑い中ではあり
ましたが，視線を前に向けしっかり話を聞いてくれる姿と表彰伝達の時に自然に拍
手で讃（たた）えることができる姿勢にも感激しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

修学旅行・第 1回進路説明会が行われました 
 
８月 2６日（水）に，9月 16，17日に実施される「修学旅行（伊勢・志摩方面）

説明会」と「第 1 回進路説明会」を実施しました。修学旅行の説明では，旅行行程
とバス，見学先，宿泊先それぞれの感染症対策について，本校職員と旅行業者の方か
ら説明がありました。   
進路説明会では，令和 2 年度からの入学定員等の変更点や今後の日程，実施要綱

についての説明がなされました。現在（８月 2６日），三重県での新型コロナウイル
スの感染者数は落ち着きを見せてきましたが，まだまだ油断はできません。修学旅
行，入試どちらに臨むにしても学校，家庭，旅行関係業者等それぞれの立場で十分な
準備，対応が必要であると改めて認識することができました。 

毎日の検温・健康観察を忘れずに！ 


